
雛繋

灘

鱗

〆

『
；
産

鍵
欝

糠

難

藻

鱗鷺、

　罐
醸

嚢、

　き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
堺

脳
　
鋒
、
．
，
　
　
　
　
、
　
　
婁
　
　
　
旨
、

糊
　
』
麟
　
　
　
　
　
博
、

　
　
お
　

騰
、
・
　
．
欄
羅
謹
澗
苫
．
、
竜
　
　
｝
　
　
　
き
糠
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
、
霜

譲

　購
　　霧　、

　

懇響
鑑

鱗

懸

羅．

・
弥
狐
吻
㎜
㎜
灘
墾
吻

　
　
　
　
　
　
　
　
，
灘
魏
　
　
．
鱗

　
　
　
一
・
・
翅
麗
壁
灘
・

．
鑛
．
鱒
レ
鍵
．
』
，
罐
縣
嚢
，
．
憲
，
勤
，
欄
滋
、
p
■

－
盤
、
・
遭
…
講
、
蕪
冨
襲
灘
“
勲
、
騨
・

攣
瓢
耀
、
㌧
、
瀞
離
畔
趨
醗
，
灘

－
，
羅
、
、
雛
欝
藤
ナ
〆
猛
｝
翻

瑚
縣
、
『
　
纂
噛
覧
響
畷

舞
…

’
、
馨

灘
綾

醐

嚥

難
譲鱗癖

驚

　

饗1　難難灘麟纏 欝

麗

《人ロの動き》

5月1日現在

欝勲

男3，125（一3）女3，173（十7）計6，298（十4）

出生3　死亡7　転入43　転出35

織

世帯数1，736（＋7）

灘
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（
装
い
も
新
た
に
、
は
れ
ば
れ
80
名
）

学問は脳、仕事は腕、身を動かすものは足である。しかし大成を期するには、

これらすべてを支配する意思の大きな力が必要である。　　　（大隈重信）

　
今
年
の
町
成
人
式
は
五
月
三
日
、

逞
し
く
成
人
し
た
八
十
名
の
新
成
人

を
迎
え
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
秋
山
町
長
、
中
村
町

議
会
議
長
、
高
橋
教
育
振
興
会
長
、

島
田
教
育
長
よ
り
お
祝
の
言
葉
が
あ

り
、
新
成
人
を
代
表
し
て
鈴
木
政
広

さ
ん
（
松
代
）
が
「
一
層
奮
励
努
力

致
し
、
地
元
松
代
の
発
展
の
た
め
に

尽
し
ま
す
一
と
の
誓
の
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
。

　
式
典
後
は
、
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
テ
ー
ブ
ル
を
か
こ
ん
で
の

会
食
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
自
己
紹
介
や

歌
で
和
や
か
に
成
人
の
集
い
が
行
わ

れ
、
立
派
に
成
人
し
た
こ
と
を
喜
び

あ
い
ま
し
た
。

（ひさ　しぶりね）
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町
長
の
お
祝
の
こ
と
ば

難
欝

　4

ノ

鈴
木
政
広
さ
ん
の
誓
の
言
葉

な
ご
や
か
な
パ
ー
テ
ィ
ー

春の叙勲

子さん
（元役場保健婦）

和柳松代の

d
勲六等瑞宝章を授与される◆／

　
こ
の
叙
勲
伝
達
式
は
五
月
七
日
午

後
二
時
か
ら
、
新
潟
市
白
山
会
館
で

行
わ
れ
、
五
月
十
六
日
に
皇
居
で
の

拝
謁
に
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
柳
さ
ん
は
、
昭
和
2
6
年
よ
り
昭
和

58

年
3
月
ま
で
、
役
場
の
保
健
婦
と

し
て
勤
め
ら
れ
た
。

　
昭
和
2
6
年
当
時
は
、
青
壮
年
を
む

し
ば
む
結
核
が
流
行
す
る
な
ど
、
医

療
機
関
も
少
な
く
、
日
常
備
薬
も
手

に
入
ら
ぬ
状
態
で
あ
っ
た
。
交
通
の

便
の
悪
さ
も
か
え
り
み
ず
、
家
族
に

見
放
さ
れ
た
患
者
の
身
上
相
談
、
生

活
相
談
、
身
の
廻
り
の
世
話
に
お
う

じ
、
帰
宅
は
深
夜
に
及
ぶ
こ
と
は
し

ば
し
ば
で
あ
り
ま
し
た
。

　
生
活
様
式
の
改
善
な
ど
部
落
婦
人

会
に
よ
び
か
け
寄
生
虫
の
検
査
を
実

施
し
激
減
を
は
か
る
な
ど
、
三
十
二

年
余
り
に
わ
た
り
町
保
健
衛
生
に
尽

力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
叙
勲

さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
喜
び
を
み

ん
な
で
、
わ
か
ち
合
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
な
お
、
松
代
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
、
金
二
万
円
を
ご
寄
附
い
た

だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
温
厚
な
性
格
の
な
か
に
強
い
信
念

を
も
ち
、
常
に
住
民
に
対
し
笑
顔
で

接
し
、
そ
の
人
柄
は
町
民
に
等
し
く

親
わ
れ
て
い
ま
す
。
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㌔
」

灘
・霧

癬
撚

松
，

　
成
人
式
を
終
え
、
社
会
的
に
も
、

法
的
に
も
完
全
な
人
間
と
し
て
認
め

ら
れ
た
現
在
で
も
「
成
人
し
た
」
と

い
う
実
感
が
な
い
と
い
う
の
が
本
音

で
す
。
　
「
大
人
」
と
言
わ
れ
て
も
、

そ
れ
は
年
齢
的
な
こ
と
で
あ
っ
て
、

私
の
生
活
、
考
え
は
残
念
な
が
ら
そ

れ
以
前
と
何
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
と

い
う
の
が
現
状
で
す
。
人
に
頼
り
過

ぎ
て
い
ま
す
。
甘
え
て
い
ま
す
。
と

て
も
自
分
は
大
人
だ
と
胸
を
張
れ
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
大
人
と
は
？
」
私
は
こ
う
考
え

・
・
　
。
冴

・
へ
．

4

。
、
、

ま
す
。

　
自
分
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
に
対
し

て
『
責
任
』
を
も
っ
て
臨
み
、
そ
れ

を
完
全
に
消
化
す
る
こ
と
で
あ
り
、

人
に
頼
ら
ず
、
　
『
自
分
の
力
』
で
遂

行
す
る
。
加
え
て
、
他
人
に
迷
惑
を

掛
け
な
い
．

　
こ
の
こ
と
が
成
せ
た
時
、
初
め
て

一
人
前
の
大
人
と
胸
を
張
る
こ
と
が

出
来
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
あ
と

何
年
掛
か
る
か
？
　
多
少
、
不
安
あ

り
。　

成
人
し
た
こ
と
に
よ
り
我
々
に
は

『
自
由
』
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の

自
由
を
最
大
限
に
生
か
し
、
充
実
し

た
人
生
を
送
る
と
同
時
に
、
自
分
の

し
た
こ
と
の
全
て
に
『
責
任
』
を
も

つ
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思

う
。　

実
社
会
に
出
て
い
る
と
、
と
か
く
、

自
分
ひ
と
り
の
力
で
生
き
て
い
る
、

生
き
て
き
た
と
思
い
が
ち
な
も
の
で

あ
る
。
確
か
に
自
立
す
る
こ
と
は
必

要
だ
が
、
自
分
を
育
て
て
く
れ
た
両

親
、
故
郷
松
代
の
恩
恵
を
、
い
く
つ

年
を
数
え
よ
う
と
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
と
思
う
。
そ
れ
は
我
々
の
原
点
な

の
だ
か
ら
。

。
『
－
．
製
…
…
．
。
．
．
噛
り
・
．
響
り
・
．
．
．
・
、
り
．
噛
…
…
：
q
噛
q
一
．
一
り
・
．
．
．
：
㌦
．
・
．
9
燭
一
…
：
．
…
。
．
一
．
一
．
・
．
．
．
噛
．
●
・
．
．
．
一
噸
．
．
．
…
一
…
：
，
．
－
・
，
『
・
・
．
．
．
9
．
．
．
．
．
噂
．
．
二
一
．
一

鷺
馨
鐵
灘
…
一
響
欝
癖
灘
一
幾
難
、
…
…
鱒
糠
…
懸
難
麟

　
薮
舞
難
騰
一
選
熱
鱒
灘
｝
慧
繋
糞
灘
一
誰
．
搬
糠
欝
蕪
澱
鞭
購
継

渉

難

　
　
・
璽
凱
、

　
　
　
、
轟
濫

糟
幣
欝
職

　
時
が
た
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
知

ら
ぬ
間
に
二
十
歳
に
な
っ
た
、
そ
ん

な
気
が
し
ま
す
。
成
人
の
仲
間
入
り

し
た
わ
け
で
す
が
、
地
元
で
、
家
族

と
一
緒
に
生
活
し
て
い
る
為
か
、
あ

ま
り
実
感
が
湧
き
ま
せ
ん
。
成
人
と

は
、
全
て
の
面
で
一
人
前
に
な
っ
た

事
だ
と
自
分
な
り
に
考
え
ま
す
が
、

私
達
は
成
人
と
は
言
っ
て
も
、
名
前

ば
か
り
で
、
実
際
に
は
、
半
人
前
程

に
も
及
ん
で
な
い
様
な
気
が
し
ま
す
。

実
感
が
湧
か
な
い
と
い
う
の
も
当
り

前
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
他

人
様
か
ら
見
れ
ば
二
十
歳
を
す
ぎ
れ

ば
立
派
な
成
人
、
一
人
前
あ
つ
か
い

さ
れ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ
な
り

に
自
覚
し
、
節
度
あ
る
行
動
を
取
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
も
う
少
年
A
で
は
す
ま
な
い
の

で
す
か
ら
…
。

　
こ
れ
か
ら
全
て
の
責
任
が
、
自
分

に
か
か
っ
て
く
る
と
思
う
と
、
酒
も

気
楽
に
ノ
ド
を
通
り
ま
せ
ん
。
酒
が

飲
め
る
様
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、

ム
チ
ャ
飲
み
せ
ず
、
体
を
大
切
に
し

て
、
地
元
に
残
っ
た
、
仲
間
達
と
一

緒
に
な
っ
て
少
し
で
も
町
が
活
気
づ

く
よ
う
、
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま

す
。　

そ
し
て
今
年
、
成
人
式
を
む
か
え

た
み
な
さ
ん
の
、
松
代
へ
の
帰
り
を

お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
　
∂
、
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羅戯蕪羅講灘

灘
　
…
難
雛
騒
灘
鷲
難
際
皿
薄
騎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
で
は
年
2
回
推
進
貝
の
研
修
会
｝
こ
と
が
大
切
。
少
な
く
と
も
週
一
回

母
子
保
健
推
進
員
と
は

　
妊
産
婦
、
乳
幼
児
を
対
象
に
、
町

が
行
な
う
検
診
、
学
級
に
参
加
す
る

よ
う
す
す
め
、
又
、
皆
さ
ん
か
ら
の

員進推健保子母

だ家相
い庭談
てをに
い結も
まぶの
すパっ
。イて
　ロ　フい
　役ま
　をす
　しo　て役
　い場
　たと

部　落 氏　　名 屋　　号 部　落 氏　　名 屋　　号

松代 高　橋　　　笑 中　　屋 滝　沢 小　林　ス　ミ みやざか

〃 樋　ロ　サカエ 和太屋 苧　島 柳　　　　茂 ほうえんさま

小荒戸 高　橋ハルエ 中やしき 田野倉 池　田　きみ子 長ぜん

太　平 市　川　チ　イ う　　ら 仙　納 室　岡　和　代 宮ノ脇

菅刈 相　沢　ケ　イ な　　か 田　代 中　村　美笑子 ひがしや

田　沢 高　橋ハル子 万　　蔵 莇　平 池　田　敏　枝 よしいん

池之畑 山　賀　千恵子 こうじや 小　貰 柳　　　美代子 いんきょ

下　山 宮　沢マ　キ なかや 寺　田 井上　ト　シ 中　　屋

千年 高橋洋子 さじべい 名　平 菅井　ツ　タ 入

池　尻 室　岡　一　恵 大　　家 蒲　生 小堺幸子 ラジオ店

会　沢 五十嵐　恵美子 田　　中 儀　明 仲　村　タ　カ 中　　西

清　水 金井　ヨ　リ ろくいん 福　島 西　潟　都伊子 か　　み

桐　山 小　山　ト　ミ あさひや 奈良立 柳　　　ス　イ 新　　屋

蓬　平 若　井　つき子 ふじみや 室　野 佐　藤　絹　子 こうえんや

東　山 山　岸　ユ　リ な　　か 〃 若　山　ト　シ しんぜん

海　老 若　月　ミ　ヤ すぎわら 竹　所 中條　キクヨ むかい

犬　伏 小　島　シズイ だんな 濁 谷　沢　コハル
、　　　　　　　　　　　　　、

り　　　え

孟　地 柳　　　ユ　キ しょうぜん 峠 牧　田　ヨ　シ 赤　　坂

片桐山 山　岸　フ　ミ う　　ら 木和田原 石　野　あい子 谷

を
行
な
っ
た
り
、
上
越
、
新
潟
の
研
一

修
会
に
出
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
勉
｝

強
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
秘
密
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

は
絶
対
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
安
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

心
し
て
、
ご
相
談
下
さ
い
。
　
　
　
　
融

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

は
干
し
た
い
も
の
で
す
。
マ
ン
シ
ョ

ン
住
ま
い
な
ど
で
布
団
を
干
す
場
所

が
な
い
場
合
は
、
風
通
し
の
良
い
窓

際
に
広
げ
て
乾
燥
さ
せ
ま
す
。
そ
れ

も
ま
ま
な
ら
な
い
と
き
は
、
布
団
乾

燥
機
が
重
宝
で
す
。
押
し
入
れ
の
隅

に
も
除
湿
剤
を
い
れ
て
お
く
と
、
い

く
ら
か
効
果
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
布
団
を
干
す
の
は
、
乾
燥
と
同
時

に
繊
維
の
弾
力
を
回
復
さ
せ
る
た
め

で
も
あ
る
の
で
す
が
、
余
り
長
時
間

干
す
と
、
綿
が
乾
い
て
繊
維
が
も
ろ

く
な
る
の
で
ほ
ど
ほ
ど
に
。
平
均
的

に
は
、
空
気
の
乾
い
て
い
る
午
前
十

時
ご
ろ
か
ら
午
後
三
時
ご
ろ
ま
で
の

間
に
、
二
、
三
時
間
干
し
ま
す
。
羊

毛
布
団
の
場
合
は
、
こ
れ
よ
り
少
し

短
め
に
。
日
干
し
に
す
る
と
き
は
必

ら
ず
白
い
カ
バ
ー
で
お
お
う
よ
う
に

し
ま
す
。

　
干
し
終
わ
っ
た
布
団
は
、
ほ
こ
り

を
ブ
ラ
シ
で
は
き
落
と
し
て
か
ら
と

り
込
み
ま
す
。
力
一
杯
パ
ン
パ
ン
た

た
く
と
綿
の
織
維
が
切
れ
、
バ
ネ
効

果
が
弱
ま
る
の
で
布
団
の
寿
命
を
縮

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

冷
や
し
て
の
む
目
本
酒

　
冷
た
い
飲
み
物
が
お
い
し
い
季
節

で
す
が
、
最
近
左
党
に
人
気
が
あ
る

の
が
冷
や
し
て
飲
む
日
本
酒
、
生
酒
。

　
普
通
清
酒
は
、
モ
ロ
ミ
を
し
ぼ
っ

て
ろ
過
し
、
火
入
れ
を
し
た
後
三
ヵ

月
以
上
貯
蔵
し
て
熟
成
さ
せ
、
瓶
詰

め
の
時
に
も
う
一
度
火
入
れ
を
し
て

出
荷
し
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
生
酒

は
、
最
初
の
火
入
れ
を
せ
ず
、
ろ
過

し
た
ま
ま
摂
氏
五
度
で
一
ヵ
月
半
か

ら
二
ヵ
月
間
低
温
貯
蔵
し
、
瓶
詰
め

の
時
に
火
入
れ
し
ま
す
。

　
火
入
れ
と
は
、
六
十
度
か
ら
七
十

度
位
に
加
熱
し
て
酵
素
菌
を
殺
菌
す

る
こ
と
。
こ
の
過
程
が
一
回
省
略
さ

れ
て
い
る
生
酒
は
、
清
酒
に
比
べ
る

と
変
質
し
や
す
い
の
で
、
冷
蔵
庫
で

冷
や
し
、
製
造
日
か
ら
一
ヵ
月
以
内

が
、
お
い
し
く
飲
む
条
件
と
い
う
こ

と
で
す
。
二
時
間
ほ
ど
冷
凍
庫
に
い

れ
て
シ
ャ
ー
ペ
ッ
ト
状
に
し
て
も
乙

な
も
の
で
す
が
、
完
全
に
凍
ら
せ
て

し
ま
う
と
味
が
落
ち
る
の
で
ご
注
意

を
。　

冷
た
く
、
の
ど
ご
し
が
よ
い
の
で

つ
い
飲
み
す
ぎ
て
し
ま
う
傾
向
も
あ

る
よ
う
で
す
。
熱
か
ろ
う
が
冷
た
か

ろ
う
が
お
酒
に
は
変
わ
り
な
い
こ
と

を
、
ど
う
ぞ
お
忘
れ
な
く
。

　
　
　
　
瞭
酵
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第25回くびき子牛共進会

産業シリーズ⑪

最優秀賞（雌）受賞
　　　　　高橋　勝美さん夫婦

最優秀賞（去勢）受賞
　　　　　高橋　紀元さん夫婦

　
日
米
経
済
摩
擦
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
三
年
越
し
の
懸
案
と
な
っ
て
い
た

牛
肉
、
オ
レ
ン
ジ
な
ど
を
め
ぐ
る
日

米
農
産
物
交
渉
は
、
四
月
七
日
政
治

決
着
し
た
。
牛
肉
に
つ
い
て
は
、
昭

和
五
十
八
年
度
輸
入
枠
三
〇
、
八
○

○
ト
ン
を
昭
和
六
十
二
年
度
ま
で
に

五
八
、
四
〇
〇
ト
ン
に
拡
大
す
る
こ

と
で
合
意
し
た
。

　
子
牛
価
格
の
動
向
は
、
牛
肉
の
貿

易
交
渉
の
動
き
と
軸
を
一
に
し
て
お

り
、
昭
和
五
十
五
年
秋
頃
一
頭
当
り

平
均
三
十
八
万
円
ほ
ど
で
あ
っ
た
も

の
が
そ
の
後
、
徐
々
に
値
下
が
り
し

て
、
五
十
八
年
に
は
二
十
三
～
二
十

第25回くびき子牛共進会入賞者名簿表1

四
万
円
台
に
、
今
年
に
入
っ
て
も
ま

だ
値
上
が
り
気
配
は
み
え
ず
横
ば
い

状
態
が
続
い
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
繁
殖
農
家
に
と
っ
て

不
安
定
な
状
況
の
な
か
四
月
二
十
六

日
、
第
二
十
五
回
く
び
き
子
牛
共
進

会
・
子
牛
市
場
が
上
越
家
畜
市
場
で

開
催
さ
れ
た
．

　
く
び
き
子
牛
共
進
会
は
、
四
月
と

十
一
月
の
年
二
回
繁
殖
農
家
が
わ
が

子
の
よ
う
に
飼
育
し
て
き
た
自
慢
の

子
牛
を
資
質
、
体
型
、
発
育
な
ど
に

つ
い
て
厳
し
い
審
査
を
行
な
い
優
良

牛
を
選
抜
す
る
、
く
び
き
牛
の
改
良
、

増
殖
を
目
的
と
し
た
共
進
会
で
あ
る
。

順　　位 部　落 氏　　　名 性別
日　令

（日）
体　重

（kg）

最優秀賞 莇　平 高　橋　勝　美 雌 325 384
〃 〃 高　橋　紀　元 去勢 316 381

1等賞1席 〃 高　橋　政一郎 〃 317 361
2席 片桐山 柳　　　与四郎 〃 318 360

2等賞2席 莇　平 高　橋　政一郎 〃 318 338
3席 室　野 佐　藤　啓　二 〃 326 352
5席 莇　平 高　橋　勝　美 〃 330 333

3等賞3席 〃 高　橋　政一郎 〃 329 362
4席 〃 高　橋　紀　元 〃 303 336
5席 〃 高　橋　二　一 〃 361 339
6席 蒲　生 室　岡　庚一郎 〃 335 319
8席 〃 馬　場　　　昇 〃 352 317

上
越
地
域
の
畜
産
農
家
に
と
っ
て
最

大
の
関
心
事
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　
今
回
は
、
市
場
入
場
頭
数
二
百
二

十
三
頭
の
う
ち
共
進
会
に
は
、
七
十

頭
が
出
品
さ
れ
そ
の
優
劣
を
競
っ
た
。

　
審
査
結
果
は
、
表
一
の
と
お
り
で

あ
る
。
松
代
牛
は
、
最
優
秀
賞
を
独

占
す
る
と
共
に
上
位
入
賞
を
果
た
し
、

入
賞
頭
数
二
十
三
頭
の
う
ち
十
二
頭

（
五
十
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
占
め
、

上
越
地
域
畜
産
農
家
の
羨
望
を
浴
び

た
。

　
審
査
委
員
長
の
上
越
支
庁
・
土
田

畜
産
係
長
は
「
最
近
の
く
び
き
子
牛

の
発
育
の
良
さ
は
す
ば
ら
し
い
も
の

が
あ
る
が
、
元
来
の
資
質
面
を
お
ろ

そ
か
に
し
な
い
よ
う
育
成
、
改
良
に

努
め
て
欲
し
い
。
今
回
、
入
賞
牛
が

松
代
町
に
集
中
す
る
結
果
と
な
っ
た

が
要
因
と
し
て
三
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ひ
と
つ
は
、
種
雄
牛
の
選
定
に
よ
る

指
定
交
配
、
そ
し
て
子
牛
の
別
飼
い

の
徹
底
、
三
つ
め
に
共
同
畜
舎
利
用

（
畜
産
仲
間
）
に
よ
る
子
牛
育
成
技

術
の
向
上
で
あ
る
。

優
れ
た
子
牛
が
多
く
な
っ
て
お
り
、

畜
産
農
家
の
努
力
が
う
か
が
え
る
。
」

と
講
評
し
た
。

　
そ
し
て
、
表
彰
に
引
き
続
き
子
牛

の
セ
リ
が
開
始
さ
れ
た
。

　
市
場
成
績
は
、
表
二
の
と
お
り
で

あ
る
。
キ
．
ロ
当
り
単
価
は
、
昨
年
十

二
月
市
場
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い

な
い
が
、
出
荷
体
重
の
増
加
が
目
に

　
　
　
　
　
　
　
　
7
ぺ
ー
ジ
ヘ
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6
ぺ
置
ジ
よ
り

つ
く
。
子
牛
価
格
の
値
下
が
り
対
策

の
ひ
と
つ
と
し
て
肉
用
牛
価
格
安
定

基
金
に
よ
る
価
格
補
て
ん
（
現
行
一

頭
当
た
り
保
証
基
準
価
格
二
十
六
万

六
千
円
）
が
あ
り
価
格
補
て
ん
が
な

さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
子
牛
価
格

が
生
産
費
を
下
回
る
よ
う
な
こ
と
の

な
い
よ
う
、
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
の

た
め
の
対
策
を
推
し
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4月26日開催　上越家畜市場成績表2

地域 性　別
成立頭数
　　（頭〉

最高価格
　（千円）

最低価格
（千円）

平均価格
　　（円）

平均体重
　　（kg〉

キロ当り
単価（円）

販売価格
　（千円）

上
越
計

メ　ス 91 302 47 157，560 245．5 642 14，338

去　勢 129 365 100 225，907 286．5 788 29，142

計 220 365 47 197，636 269．6 733 43，480

松
代
計

メ　ス 10 302 108 182，500 283．0 645 1，825

去　勢 22 365 117 259，727 313．2 829 5，714

計 32 365 108 235，594 303．8 776 7，539

繊
織
叢
羅
憲
嚢
糞

”
和
牛
連
産
表
彰
”

　
四
月
二
十
日
、
松
代
町
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
ま
つ
だ
い
町
農

業
協
同
組
合
総
会
の
席
上
、
松
代
町

長
の
和
牛
連
産
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　

こ
の
日
の
積
雪
量
は
、
ニ
メ
ー
ト

ル
九
十
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
遅
い

春
の
せ
い
か
ご
婦
人
の
顔
が
数
多
く

み
え
ま
し
た
。

　
今
回
、
和
牛
連
産
表
彰
を
受
賞
さ

れ
た
方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
＋
五
連
産
表
彰

蒲
生
小
堺
恵
一

〇
＋
連
産
表
彰

片
桐
山
　
柳
与
四
郎

蓬
平
若
井
利
作

〇
五
連
産
表
彰

池
之
畑
　
市
川
　
勇

蓬
平
　
若
井
　
要
吉

の
り
こ
号

か
ず
こ
号

く
さ
の
号

と
み
い
わ
号

せ
ん
ふ
く
号

　
さ
て
、
小
堺
恵
一
さ
ん
の
飼
養
し

て
い
る
雌
牛
「
の
り
こ
号
」
は
、
昭

和
四
十
四
年
以
来
昨
年
ま
で
十
五
頭

の
子
牛
を
毎
年
産
み
続
け
て
き
た
。

十
五
頭
の
な
か
に
は
、
種
雄
牛
と
な

っ
た
も
の
が
二
頭
い
る
な
ど
優
良
牛

の
生
産
で
も
有
名
な
母
牛
で
あ
る
。

「
お
れ
も
七
十
に
な
る
が
、
知
っ
て

い
る
十
五
連
産
は
こ
れ
で
三
つ
め
」

と
佐
藤
獣
医
が
言
う
ほ
ど
珍
し
い
こ

と
。　

小
堺
恵
一
さ
ん
は
、
優
良
牛
の
生

産
を
め
ざ
す
畜
産
グ
ル
ー
プ
「
角
親

会
」
の
リ
ー
ダ
i
格
。
莇
平
グ
ル
ー

プ
に
は
負
け
ら
れ
な
い
と
快
気
炎
を

あ
げ
て
い
る
。

　
連
産
の
秘
訣
は
？
の
問
い
に
「
牛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
良
い
こ
と
、
カ
カ
ア
が
良
い
こ
と
。
」

と
奥
様
の
顔
を
見
て
ニ
コ
ッ
。

　
七
月
に
は
、
十
六
産
目
の
子
牛
誕

生
で
あ
る
．

　
当
町
で
は
、
水
稲
を
始
め
葉
た
ば

こ
、
ナ
ス
、
イ
ン
ゲ
ン
等
耕
種
部
門

と
の
補
完
結
合
関
係
か
ら
畜
産
振
興

事
業
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
少
頭
数
規
模
の
畜
産
経

営
を
誰
で
も
始
め
ら
れ
る
よ
う
次
の

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
◎
家
畜
導
入
事
業

　
黒
毛
和
種
繁
殖
雌
牛
を
町
有
牛
と

し
て
、
無
利
子
で
五
年
間
あ
な
た
に

貸
付
け
す
る
事
業
で
す
。

　
こ
の
問
、
三
～
四
頭
の
子
牛
を
生

産
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
子
牛
は
あ
な
た
の
も
の
と
し
て

販
売
で
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
満
了
時
に
導
入
時
の
購

入
金
額
を
町
へ
納
め
て
い
た
だ
け
ば
、

母
牛
は
、
あ
な
た
に
譲
渡
さ
れ
ま
す
。

　
◎
畜
舎
建
設
補
助
事
業

　
新
、
増
築
工
事
と
改
造
工
事
と
に

区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
材

料
の
新
旧
は
問
い
ま
せ
ん
。

O
新
、
増
築
工
事

　
補
助
率
は
、
三
頭
規
模
以
下
の
畜

舎
は
事
業
費
の
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
、

四
頭
規
模
以
上
は
五
十
パ
ー
セ
ン
ト

で
す
。

　
た
だ
し
、
事
業
費
の
限
度
額
は
、

規
模
頭
数
に
三
十
万
円
を
か
け
た
金

額
で
す
。

口
改
造
工
事

　
飼
養
頭
数
の
増
加
と
な
る
畜
舎
の

改
造
と
古
屋
、
空
き
屋
等
の
畜
舎
へ

の
改
造
で
補
助
率
は
五
十
パ
ー
セ
ン

ト
、
限
度
額
は
三
十
万
円
で
す
。

　
資
金
面
の
補
助
の
ほ
か
、
家
畜
診

療
所
の
利
用
、
家
畜
共
済
制
度
へ
の

加
入
、
普
及
所
・
農
協
技
師
に
よ
る

飼
養
技
術
指
導
に
よ
り
、
安
心
し
て

牛
が
飼
え
る
よ
う
な
体
制
が
で
き
て

い
ま
す
。
あ
な
た
も
畜
産
経
営
を
始

め
ま
せ
ん
か
。
事
業
を
希
望
さ
れ
る

方
は
六
月
二
十
日
ま
で
に
産
業
課
畜

産
係
ま
で
電
話
連
絡
願
い
ま
す
。
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所
得
税
法
及
び
地
方
税
法
の
改
正

に
伴
い
、
町
税
条
件
の
一
部
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
骨
子
は
、
所
得

控
除
（
人
的
）
の
引
き
上
げ
及
び
税

率
の
見
直
し
な
ど
で
す
。

4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
主
な
改

正
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
個
人
住
民
税

①
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養

表別

控
除
、
障
害
者
控
除
等
が
別
表
1
の

と
お
り
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

②
障
害
者
等
の
非
課
税
限
度
額
が
合

計
所
得
で
一
〇
〇
万
円
（
改
正
前
所

得
の
金
額
が
八
○
万
円
）
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

③
所
得
割
の
非
課
税
額
が
次
の
と
お

り
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
低
所
得

者
層
の
税
負
担
に
配
慮
す
る
た
め
所

得
割
に
つ
い
て
、
所
得
金
額
が
二
九

区　　　　　　分 改　正　前 改　正　後

基　　　礎　　　控　　　除 22万円 26万円

配　　偶　　者　　控　　除
（う　ち）

　老　人　控　除　対　象

同居特　特別障害者

22

23

25

26

27

30

扶　　　養　　　控　　　除
（う　ち）

　老　人　扶　養　親　族

　同居特別障害者
　同　居　老　親　等
※老人とは70才以上の者です

22

23

25

26

26

27

30

31

障　　害　　者　　控　　除 21 24

特　別　障　害　者　控　除 23 26

老　　年　　者　　控　　除
※老年者とは、納税者自身が、65才以上の者です

21 24

寡　　婦（寡　夫）控　　除 21 24

勤　労　学　生　控　除 21 24

2表男置1

区　　　　　　　　　　　　　　　分 改正前 改正後

1．資本等の金額が50億円を超える法人で従業者数が50人を超
えるもの。

　千円
1，200

　千円
3，000

2．資本等の金額が10億円を超え50億円以下である法人で従業
者数が50人を超えるもの。 700 1，750

3．資本等の金額が10億円を超える法人で従業者数が50人以下

であるもの及び資本等の金額が1億円を超え10億円以下であ
　る法人で従業者数が50人を超えるもの

160 400

4．資本等の金額が1億円を超え10億円以下である法人で従業
者数が50人以下であるもの及び資本等の金額が1千万円を超

　え1億円以下である法人で従業者数が50人を超えるもの
60 150

5．資本等の金額が1千万円を超え1億円以下である法人で従
業者数が50人以下であるもの及び資本等の金額が1千万円以
下である法人で従業者数が50人を超えるもの

48 120

6．資本等の金額が1千万円以下の法人で従業者数が50人以下
のもの 16 40

万
円
（
改
正
前
二
七
万
円
）
に
本
人
、

控
除
対
象
配
偶
者
及
び
扶
養
親
族
の

合
計
数
を
乗
じ
て
得
た
金
額
に
控
除

対
象
配
偶
者
又
は
扶
養
親
族
を
有
す

る
場
合
は
九
万
円
を
加
え
た
金
額
以

下
の
者
を
非
課
税
と
し
ま
す
。

④
均
等
割
の
み
を
課
す
べ
き
者
に
係

る
均
等
割
の
非
課
税
の
判
定
を
合
計

所
得
金
額
に
よ
る
こ
と
と
し
、
非
課

税
基
準
の
算
定
基
礎
と
な
る
金
額
を

3表男置1

区 分 改正前 改正後

1．原動機付自転車

○総排気量が

0．05以下のもの

0．05リットルを超え0．09リットル以下のもの

0．09リットルを超えるもの

　円
700

1，100

1，450

　円
1，000

1，200

1，600

2．軽自動車及び小型特殊自動車
〇二　輪　の　も　の

〇三　輪　の　も　の

〇四輪の乗用のもの倍翻

・四輪の貨物のもの｛嘗萎電

○専ら雪上を走行するもの
○小型特殊自動車（農作業用）

2，200

2，850

5，200

3，650

2，900

3，650

2，200

1，450

2，400

3，100

5，500

4，000

3，000

4，000

2，400

1，600

2．二輪の小型自動車 3，650 4，000

二
八
万
円
（
改
正
前
二
五
万
円
）
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◎
法
人
住
民
税

法
人
住
民
税
均
等
割
の
税
率
が
別

表
2
の
と
こ
り
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

◎
軽
自
動
車
税

　
軽
自
動
車
税
率
が
、
別
表
3
の
と

お
り
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

◎
国
民
健
康
保
険
税

　
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額

を
三
五
万
円
（
改
正
前
二
八
万
円
）

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
昭
和
六
〇
年
一
月
一
日
以
降

適
用
と
な
る
改
正
に
つ
い
て
は
、
町

税
条
例
改
正
後
に
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。
詳
し
く
は
役
場
税
務
課
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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＼
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〈
あ
る
村
人
の
話
〉

「
お
ら
出
稼
ぎ
の
帰
り
の
上
野
の
駅

で
そ
。
若
え
駅
員
が
そ
。
黙
り
こ
く

っ
て
切
符
切
っ
て
え
る
が
見
て
そ
。

お
も
し
く
も
ね
っ
け
。
そ
こ
へ
え
ぐ

と
お
ら
村
は
え
え
ん
が
の
オ
。
道
ば

た
で
会
っ
た
っ
て
、
み
ん
な
が
声
か

け
る
ん
が
。
気
持
え
こ
っ
ツ
ォ
ゥ
一

　
さ
て
「
挨
拶
」
は
こ
と
ば
で
か
わ

す
の
に
、
な
ぜ
手
扁
を
書
く
の
で
し

ょ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
不
思
議
に
思

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
実
は
こ
の
文
字
は
、
仏
教
に
由
来

す
る
の
で
す
。
中
国
の
禅
僧
が
坐
禅

修
行
を
し
て
い
る
時
、
指
導
者
で
あ

る
師
匠
が
、
そ
の
弟
子
の
修
行
の
進

み
具
合
を
、
手
で
軽
く
し
ら
べ
て
看

る
。
つ
ま
り
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
す
る
こ

と
を
「
挨
」
、
さ
ら
に
強
く
棒
（
警

策
）
を
使
っ
て
厳
し
く
検
証
す
る
こ

と
を
「
拶
」
と
い
う
の
で
す
。
つ
ま

り
師
匠
と
弟
子
の
「
心
の
交
流
す
る
」

を
意
味
し
た
の
が
「
挨
拶
」
と
い
う

う
文
字
の
源
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

〈
挨
拶
と
い
う
文
字
の
話
〉

　
ま
こ
と
に
「
こ
と
ば
」
は
「
心
の

交
流
の
潤
滑
油
、
人
と
人
と
を
結
び

つ
け
る
媒
介
者
」
で
す
。
そ
し
て
、

そ
の
頂
点
に
あ
る
の
が
「
挨
拶
」
で

あ
り
ま
し
ょ
う
。

〈
あ
る
家
庭
の
話
〉

　
母
さ
ん
は
早
起
き
を
し
て
朝
食
の

準
備
で
す
。
子
供
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ

の
分
担
で
玄
関
や
テ
レ
ビ
の
部
屋
の

拭
き
掃
除
を
し
ま
す
。
父
さ
ん
は
牛

や
鶏
の
給
餌
に
と
、
朝
の
小
一
時
間

は
ま
こ
と
に
大
忙
し
で
す
。
や
が
て

一
家
揃
っ
て
朝
食
の
飯
台
に
つ
き
ま

す
。
す
る
と
母
さ
ん
が
「
お
早
よ
う
」

と
声
に
出
し
て
挨
拶
し
ま
す
。
続
い

て
父
さ
ん
も
子
供
た
ち
も
う
ち
揃
っ

て
「
お
早
よ
う
」
と
唱
和
し
て
か
ら

一
斉
に
箸
を
取
る
習
慣
の
あ
る
家
を

私
は
知
っ
て
い
る
。
ま
こ
と
に
う
る

わ
し
い
家
風
と
い
う
べ
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
．

合
目
葉
は
生
き
も
の
だ
と
い
う
話
〉

　
古
代
の
日
本
人
は
み
な
「
言
霊
（
こ

と
だ
ま
）
信
仰
」
と
い
う
こ
と
を
本

気
で
信
じ
て
い
ま
し
た
。
人
が
ひ
と

た
び
口
か
ら
吐
い
た
言
葉
は
、
独
立

し
た
霊
力
を
持
ち
、
決
し
て
消
え
去

る
こ
と
な
く
、
そ
の
本
人
と
は
無
関

係
に
永
久
に
生
き
続
け
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
禍
福
を
支
配
す
る
の
だ
。
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
私
は
科
学
万
能
と
い
わ
れ
る
現
代

社
会
に
あ
っ
て
も
こ
の
こ
と
は
必
ず

通
用
す
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
小
に
し
て
は
個
人
の
運

命
を
、
ま
た
一
家
族
間
の
和
楽
と
秩

序
だ
て
を
司
る
の
も
「
言
葉
」
で
あ

り
、
大
に
し
て
は
、
町
の
、
国
の
、

広
く
世
界
情
勢
、
国
際
関
係
ま
で
も

決
定
づ
け
て
し
ま
う
の
も
ま
た
「
言

葉
」
の
力
で
あ
り
ま
す
。
お
経
の
本

に
も
ち
ゃ
ん
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

「
愛
語
よ
く
廻
天
の
力
あ
り
」
と
。

　
愛
情
に
裏
打
ち
さ
れ
た
言
葉
と
い

う
も
の
は
時
と
し
て
天
地
を
も
ひ
っ

く
り
返
す
よ
う
な
革
命
を
起
こ
し
得

る
力
が
あ
る
の
だ
と
い
う
意
味
で
す
。

〈
お
わ
り
に
〉

　
「
お
早
よ
う
と
、
明
か
る
い
言
葉
、

朝
の
道
」

　
「
だ
れ
で
も
が
挨
拶
か
わ
せ
る
町

づ
く
り
」

　
あ
る
町
で
見
た
標
語
で
す
。
論
よ

り
証
拠
。
さ
あ
松
代
町
の
み
な
さ
ん
、

理
窟
は
ぬ
き
に
し
て
、
今
日
か
ら
、

家
庭
で
職
場
で
学
校
で
、
そ
し
て
道

で
、
声
に
出
し
て
み
ま
し
よ
う
。

　
「
お
早
よ
う
」
と
「
こ
ん
に
ち
わ
」

「
失
礼
し
ま
す
」
と
「
お
や
す
み
な

さ
い
」
そ
し
て
「
い
た
だ
き
ま
す
」

「
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
。
」
と
。
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①懸避
犯罪者の2人に1人は少年

　いま、犯罪者のおよそ2人に1人は、14歳以上20歳未

満の少年です。

　昨年、窃盗や傷害、暴行など刑法に触れる罪を犯しで

警察に補導された少年は19万6，783人を数え、戦後38年間

の“最悪の記録厚となりました。

　20歳以上の成人の犯罪は減っているのに、少年犯罪は

逆に増加一年齢的には14歳が最も多く、続いて15歳、

16歳の順ですが、これらの3つの年齢層を合わせると、少年

犯罪全体の75％を占めています。

　このように、低年齢化とりわけ中学生が全体の半数を

占めていること、女子の割合が5人に1人と増えている

こと、校内暴力が急増していること　　などが最近の特

徴です。

「家庭と少年自身に原因」が7割

　なぜ、少年非行がこうも増え続けるのでしょうか。

　少年非行の原因については、いちがいに言えないもの

の、少年自身、家庭、学校、社会の環境・風潮などが指

摘されています。

　ところで、ここに1つの調査結果があります。

　総理府が昨年7月、全国20歳以上の男女5千人を対象

に行った少年非行問題についての世論調査がそれですが

「原因」についてみますと、半数近い46％の人が「家庭」に

あると答えています。

　次いで「少年自身」が25％となっており、両者を合わ

せると約7割　　10人のうち7人が少年非行の原因は家

庭と少年自身にあると考えています。

　　　親と子の認識のズレが非行を生む

　少年非行の原因となる家庭での問題点としては、幼少

期からのしつけが不十分（52％）、子供を甘やかしすぎる

（43％）、親子の会話・触れ合いが少ない（39％）などが挙

げられています。

　一方、最近の少年たちの考え方や行動については、10

人のうち4人までが「理解できない」と答えています。

　大人と少年たち、親と子の問には、かなりの認識のズ

レのあることが分かります。

　お互いに理解し得ないまま同じ屋根の下で暮らしてい

る　　そうした日常生活が少年非行の増加に拍車をかけ

ている、とも考えられます。

　親子が歩み寄り、意思の疎通を図ることが大切です。

何が少年たちを非行に向かわせるのか、じっくり考えて

みたいものです。

　
，

◎●
‘●
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8
　
　
　
　
も

、
　
3

・
・
貰
虫

o、．

、

　
会
沢
部
落
は
、
松
代
本
町
の
東
北

約
五
粁
の
地
点
県
道
松
代
岡
野
町
線

に
沿
っ
て
、
蓬
平
部
落
を
過
ぎ
更
に

登
っ
て
標
高
三
百
五
十
米
か
ら
四
百

米
の
所
に
点
在
す
る
部
落
で
す
。
古

文
書
等
の
勉
強
を
し
て
い
ま
せ
ん
の

で
詳
し
い
こ
と
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
明
治
以
降
の
沿
革
に
つ
い
て

の
べ
て
見
ま
す
と
、
明
治
五
年
旧
来

の
庄
屋
名
主
の
名
称
を
廃
し
て
戸
長

制
に
改
め
ら
れ
柏
崎
管
内
第
六
大
区

第
四
小
区
に
入
り
明
治
十
二
年
に
は

第
十
一
大
区
第
三
小
区
三
番
組
（
会

沢
、
清
水
、
桐
山
、
蓬
平
）
と
な
り

明
治
二
十
二
年
町
村
制
が
施
行
さ
れ

峰
方
村
と
な
る
こ
れ
ま
で
会
沢
と
な

翼
　
　
　
遵
■
　
・
農
髭
。

翼》

講
纒

い
っ
た
が
こ
れ
か
ら
大
字
会
沢
と
な

っ
た
。
更
に
明
治
三
十
四
年
に
松
平

村
、
伊
沢
村
三
村
合
併
し
て
松
代
村

と
な
り
こ
の
間
明
治
十
二
年
か
ら
戸

長
役
場
が
会
沢
に
お
か
れ
峰
方
地
方

の
中
心
で
あ
っ
た
。
い
つ
の
頃
か
は
、

は
っ
き
り
し
な
い
が
、
地
す
べ
り
の

た
め
字
古
屋
敷
か
ら
現
在
地
に
移
転

し
た
。
部
落
は
山
の
北
西
面
に
点
在

し
、
や
や
ま
と
ま
っ
て
は
い
る
も
の

の
平
担
地
が
少
な
い
。
耕
地
も
棚
田

が
多
く
面
積
も
田
二
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

そ
こ
そ
こ
で
あ
り
昔
か
ら
農
業
一
本

で
生
計
を
た
て
一
時
は
、
肥
育
牛
や

養
蚕
が
盛
ん
で
全
戸
に
及
ん
だ
時
も

あ
っ
た
。
タ
バ
コ
耕
作
者
も
八
戸
ま

　　欝羅、膿

で
に
増
え
早
朝
か
ら
耕
転
機
が
走
り

廻
っ
た
も
の
だ
っ
た
が
現
在
で
は
、

牛
は
一
頭
も
な
く
養
蚕
農
家
も
な
い
、

タ
バ
コ
耕
作
者
は
一
戸
と
な
っ
た
。

し
か
し
こ
れ
か
に
変
わ
っ
て
イ
ン
ゲ

ン
栽
培
が
盛
ん
で
あ
る
。
五
十
八
年

度
二
十
一
戸
が
作
付
、
朝
の
集
荷
所

は
実
に
活
気
に
充
ち
て
い
る
。

　
農
外
収
入
と
し
て
は
夏
は
、
土
建

業
に
冬
は
出
稼
に
頼
り
生
計
を
営
ん

で
い
る
。
大
正
か
ら
昭
和
の
初
期
に

か
け
て
五
十
戸
、
三
百
名
以
上
あ
っ

た
村
も
現
在
で
は
三
十
一
戸
漸
く
百

名
を
こ
す
人
口
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
さ
て
学
校
に
つ
い
て
調
べ
て
見
る

職

と
明
治
五
年
八
月
学
制
が
発
布
さ
れ

る
と
、
い
ち
早
く
明
治
六
年
十
二
月

に
松
代
小
学
校
会
沢
分
校
と
し
て
民

家
を
借
り
て
開
校
し
、
明
治
十
六
年

独
立
し
て
本
校
と
な
り
、
終
業
年
限

三
年
と
し
希
望
に
よ
り
中
等
科
三
年

も
お
い
た
が
、
明
治
三
十
八
年
四
月

か
ら
清
水
へ
移
転
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
二
年
程
前
桐
山
校
が
清
水
と
統

合
三
部
落
で
児
童
数
十
一
名
の
現
在

で
す
．

　
次
に
宗
教
関
係
に
つ
い
て
の
べ
て

見
る
と
産
土
神
の
十
二
神
社
は
少
彦

名
命
の
祭
神
と
し
て
町
内
で
は
松
苧

神
社
に
つ
い
て
古
く
久
寿
二
年
（
一

県道松代岡野町線より会沢部落をのぞむ

一
五
五
年
）
に
字
十
二
平
に
建
立
さ

れ
天
明
七
年
（
一
七
八
七
年
）
に
補

修
さ
れ
そ
の
後
寛
政
五
年
二
七
九

三
年
）
に
建
替
え
さ
れ
た
が
こ
の
頃

の
地
す
べ
り
の
た
め
現
在
地
、
小
丸

山
に
移
築
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

更
に
安
政
二
年
（
一
八
五
五
年
）
に

改
築
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
お
る
。

棟
札
に
よ
り
ま
す
と
、
神
主
宮
沢
美

濃
正
之
亟
。
庄
屋
組
頭
百
姓
代
ほ
か
、

氏
子
全
部
大
工
棟
梁
、
蒲
生
、
山
岸

由
太
郎
他
六
名
、
手
子
一
名
の
名
が

記
さ
れ
て
い
る
。
境
内
は
部
落
の
北

西
の
小
山
の
頂
上
に
あ
り
神
社
の
環

境
と
し
て
は
、
最
も
よ
い
と
こ
ろ
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
祭
日
は
三
月
八

日
、
九
月
八
日
と
あ
り
ま
す
が
現
在

で
は
、
秋
の
彼
岸
中
日
と
な
っ
て
お

り
神
鏡
は
古
く
貴
重
な
も
の
で
あ
る

と
言
わ
れ
保
存
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

屋
根
を
始
め
全
体
的
に
い
た
み
が
ひ

と
く
本
年
度
か
ら
改
築
の
話
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
薬
師
堂
は
小
野
島

家
の
守
り
本
尊
で
あ
る
薬
師
如
来
を

ま
つ
り
大
同
元
年
（
八
〇
六
年
）
の

創
立
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
そ
の

後
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
年
）
改

築
の
お
り
に
は
、
松
代
町
全
域
中
漁

沼
川
西
町
の
う
ち
桐
山
、
山
中
塩
沢
、

刈
羽
郡
高
柳
町
の
う
ち
栃
ヶ
原
、
岡

田
、
岡
野
町
、
坪
野
、
高
尾
、
漆
島
、

門
出
、
中
坪
、
本
郡
松
之
山
町
の
う

ち
湯
山
、
湯
本
、
新
山
、
黒
倉
、
東

浦
田
、
西
浦
田
、
北
浦
田
、
の
各
村

　
　
　
　
　
　
　
　
”
ぺ
ー
ジ
ヘ
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m
ペ
ー
ジ
よ
り

か
ら
寄
進
を
う
け
た
こ
と
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
の
堂
宗
は
、
昭
和
五

十
五
年
に
改
築
さ
れ
今
日
に
至
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
イ
　
ド

お
り
ま
す
。
堂
屋
は
、
五
葉
度
山
の

頂
上
近
く
に
あ
り
頂
上
の
（
三
角
点

標
高
四
八
三
米
）
に
登
れ
ば
新
潟
県

十
六
郡
を
見
渡
す
こ
と
の
で
き
る
眺

望
絶
佳
の
地
で
あ
り
ま
す
。
本
尊
薬

師
如
来
は
、
新
大
金
原
教
授
の
鑑
定

に
よ
る
と
室
町
時
代
の
作
品
で
あ
り

鰐
口
は
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
年
）

の
銘
が
あ
り
松
代
町
の
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
祭
日
は
四
月

八
日
、
十
月
八
日
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
今
は
五
月
八
日
で
今
か
ら
十
五
、

六
年
前
ま
で
は
、
地
元
会
沢
、
清
水

の
商
店
は
も
と
よ
り
松
代
か
ら
来
て

お
堂
の
回
り
に
店
を
並
べ
、
に
ぎ
わ

し
た
も
の
で
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電酬’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
▼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
▼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
▼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
▼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▲
▼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
融

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
槽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

　
次
に
人
物
紹
介
、
長
寿
者
番
付
（
五
“
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

十
九
年
一
月
一
日
）
現
在
西
の
大
関
、
齢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

万
羽
即
さ
ん
（
屋
号
堂
の
前
）
長
老
桝

に
、
い
く
つ
に
な
ら
れ
た
か
と
問
う
伸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唖

と
、
数
え
て
九
十
六
才
と
言
う
。
み
斜

ぞ
れ
降
り
の
中
を
裸
足
で
千
田
掻
き
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
障

を
し
た
こ
と
も
あ
る
と
語
る
こ
の
長
陥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廟

老
ま
だ
ま
だ
健
在
で
あ
り
、
大
横
綱
劃

を
目
指
し
て
長
生
し
て
も
ら
い
た
い
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
斜

　
現
在
会
沢
は
、
県
道
松
代
岡
野
町
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

線
を
安
塚
土
木
松
代
分
所
と
松
代
町
噺

の
お
力
で
改
修
工
事
が
着
々
と
進
め
一

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
住
家
、
非
住
家
伸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

納
屋
、
倉
等
、
八
戸
の
移
転
で
あ
り
脚

部
落
的
に
大
事
業
で
す
。
し
か
し
こ
樽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

れ
を
期
に
益
々
結
束
を
固
め
こ
れ
ら
釧

完
成
と
共
に
発
展
す
る
こ
と
を
念
頭
樽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

に
紹
介
を
お
わ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
引

議溝…褻！

蕪：“：導，，．鴛

鍍・

勿．
4興こ

獄麟i
熱欝

／
、」

◎
￥
馬

ノ
ぼ
イ

ノ
ー
館

葬導．緊聖

　
　
　
　
　
　
　
譲

　
　
　
　
辮
　
　
欝

　
　
　
　
繋
鰍
　
　
謙

　
　
　
　
．
簗
繕

　
　
　
　
　
懸

目
委
貧
会

　
祖
先
か
ら
受
け
継
れ
て
き
た
歴
史

的
遺
産
、
生
活
民
具
は
昔
を
語
り
、

そ
の
時
代
を
偲
ぶ
大
切
な
生
活
史
の

資
料
で
あ
る
が
、
文
化
の
発
達
と
生

活
様
式
の
変
化
に
よ
っ
て
失
わ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
町
で
は
こ
れ
ら
先
人

が
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た
道
具
や
用

具
を
保
存
す
る
べ
く
皆
様
方
の
ご
厚

意
と
ご
協
力
に
よ
り
沢
山
の
貴
重
な

資
料
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
整
理
、
展
示

作
業
が
終
り
開
館
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

　
展
示
さ
れ
た
資
料
は
、
ま
だ
ま
だ

少
な
く
又
、
展
示
技
術
も
拙
く
貧
弱

で
は
あ
り
ま
す
が
下
記
に
よ
り
一
般

公
開
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
集
収
し
ま
し
た
中
で
同
じ

品
物
が
数
点
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は

一
部
を
展
示
し
残
り
は
土
蔵
に
収
納

し
ま
し
た
の
で
ご
寄
付
い
た
だ
い
て

も
展
示
さ
れ
て
い
な
い
物
も
多
く
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
ご
了
承
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
資
料
館
所
在
地

　
　
　
　
松
代
町
池
尻
四
一
七
番
地

一
般
公
開
日

時
　
　
　
間

六
月
二
日
～

　
　
六
月
十
日

午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で

八
月
十
二
日
～

　
八
月
十
九
日

　
ω
こ
の
日
以
外
に
見
学
さ
れ
た
い

　
　
方
は
公
民
館
（
七
）
二
三
〇
一

　
　
番
に
連
絡
い
た
だ
け
ば
開
館
い

　
　
た
し
ま
す
。

　
⑭
こ
の
期
間
中
は
入
場
無
料
と
い

　
　
た
し
ま
す
。

◎
展
示
品

　
1
町
文
化
財
パ
ネ
ル
（
写
真
）

　
2
民
俗
民
具

　
3
養
蚕
具

　
4
農
耕
具

　
5
日
常
生
活
用
具

　
6
諸
職
道
具

　
7
わ
ら
工
品

　
8
苧
う
み
道
具
及
び
い
ざ
り
機

　
見
学
の
う
え
展
示
品
の
外
に
古
し

い
民
俗
資
料
を
お
持
ち
の
方
は
ご
寄

付
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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安
全
運
転

磁
シ
リ
ー
ズ
⑪
㎜

軸
－
…
一
4
｛
q
一
一
一
i
一
…
i
｛
璽
一
一
4
｛
璽
…
4
‘
一
一
i
も

　
現
代
は
高
速
時
代
と
い
わ
れ
、
県

内
と
も
北
陸
、
関
越
の
高
速
道
路
が

通
り
、
年
々
そ
の
距
離
が
の
び
て
い

る
現
状
で
あ
り
ま
す
。
今
回
は
高
速

道
路
の
安
全
走
行
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
よ
う
。

1
1
高
速
道
路
の
安
全
な
走
り
方

☆
加
速
車
線
か
ら
本
車
線
へ

ω
　
本
車
線
へ
進
入
す
る
と
き
は
、

　
加
速
車
線
で
一
気
に
加
速
し
、
ス

　
ム
ー
ズ
に
進
入
す
る
。

ω
　
本
車
線
道
へ
進
入
す
る
際
、
右

　
の
方
向
指
示
器
で
合
図
し
、
ル
ー

　
ム
ミ
ラ
ー
、
サ
イ
ド
ミ
ラ
ー
等
で

　
後
続
車
や
本
線
走
行
車
の
有
無
を

確
認
す
る
。

㈹
　
加
速
車
線
は
、
長
さ
い
っ
ぱ
い

　
活
用
し
て
十
分
加
速
す
る
こ
と
が

　
必
要
で
あ
る
．

☆
本
線
車
道
の
走
り
方

ω
　
走
行
車
線
の
左
側
白
線
を
目
安

　
に
し
て
、
や
や
左
よ
り
を
走
行
す

　
る
…
…
キ
ー
プ
レ
フ
ト
の
原
則
。

ω
追
い
越
し
を
す
る
場
合
、
又
は

　
や
む
を
得
な
い
場
合
の
ほ
か
は
、

　
追
越
車
線
を
走
行
し
な
い
。

⑥
　
カ
ー
ブ
地
点
を
走
行
す
る
場
合

　
は
、
自
分
の
通
行
帯
を
守
り
、
境

　
界
線
に
ま
た
が
っ
た
り
他
の
通
行

　
車
線
に
侵
入
し
な
い
。

㈲
　
走
行
中
は
、
常
に
ル
ー
ム
ミ
ラ

　
ー
、
サ
イ
ド
ミ
ラ
ー
で
後
続
車
の

　
状
況
に
注
意
す
る
。

㈲
　
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド
ル
は

　
使
用
し
な
い
。

㈲
　
ト
ン
ネ
ル
内
は
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ

　
ト
を
点
灯
す
る
。

の
　
走
行
中
に
窓
か
ら
物
を
投
げ
捨

　
て
な
い
。

㈲
　
走
行
中
、
眠
気
を
感
じ
た
ら
早

　
目
に
休
憩
す
る
。

☆
本
線
車
道
で
の
車
問
距
離

ω
　
高
速
走
行
中
で
の
車
間
距
離
は

　
時
速
8ぴ

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
な
ら
80
メ

　
ー
ト
ル
、
時
速
㎜
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　
な
ら
㎜
メ
ー
ト
ル
保
つ
こ
と
が
必

　
要
で
あ
る
。
特
に
雨
天
の
場
合
は

　
そ
れ
以
上
と
る
こ
と
が
必
要
で
、

緊
急
の
事
態
に
直
ち
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
十
分
な
車
間
距
離
の
確

保
が
必
要
で
あ
る
。

☆
本
車
線
道
で
の
追
越
し

ω
　
前
車
と
の
速
度
差
が
少
な
く
、

　
追
越
し
に
時
間
が
か
か
る
と
き
や

　
速
度
超
過
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き

　
は
追
越
し
し
な
い
。

ω
　
前
車
を
追
越
そ
う
と
す
る
と
き

　
は
、
ま
ず
前
車
に
注
意
し
な
が
ら

　
後
続
車
の
状
況
を
確
認
し
、
進
路

　
変
更
の
合
図
を
す
る
。
後
続
車
が

　
す
で
に
追
越
し
の
た
め
進
路
変
更

　
の
合
図
を
し
て
い
る
と
き
は
、
追

　
越
し
を
一
時
中
止
す
る
。

⑥
　
追
越
し
す
る
と
き
は
、
進
路
変

　
更
の
合
図
を
し
、
少
な
く
と
も
3

　
秒
以
上
た
っ
て
か
ら
急
ハ
ン
ド
ル

　
を
き
ら
ず
に
、
ゆ
る
や
か
に
進
路

　
を
変
更
す
る
。

㈲
　
ル
ー
ム
ミ
ラ
ー
、
サ
イ
ド
ミ
ラ

　
ー
で
十
分
な
間
隔
を
確
認
し
て
か

　
ら
、
左
の
方
向
指
示
器
で
合
図
し

　
た
の
ち
、
な
め
ら
か
な
ハ
ン
ド
ル

　
操
作
で
走
行
車
線
に
も
ど
る
。

☆
高
速
道
路
で
の
駐
、
停
車

ω
　
高
速
道
路
に
お
い
て
は
、
法
令

　
の
規
定
や
、
警
察
官
の
命
令
に
よ

　
る
場
合
、
危
険
防
止
の
た
め
一
時

　
停
止
す
る
場
合
、
そ
の
ほ
か
次
の

　
場
合
以
外
は
、
駐
停
車
す
る
こ
と

　
は
で
き
な
い
。

○
駐
車
場
に
駐
停
車
す
る
と
き

o
故
障
等
に
よ
り
、
や
む
を
得
ず

　
路
肩
に
駐
停
車
す
る
と
き

○
料
金
所
で
料
金
支
払
い
の
た
め

停
車
す
る
と
き
．

難彫了

翻
∵
》
彫

督
顛
．
瓢

＿
．
　
＿

命
・・師　　ゆ

や
試

2
1
車
両
故
障
の
場
合
の
措
置

ω
　
故
障
に
気
づ
い
た
ら
、
あ
わ

　
て
ず
に
前
後
の
車
両
の
状
況
を
確

　
か
め
て
、
左
の
方
向
指
示
器
に
よ

　
っ
て
進
路
変
更
の
合
図
を
す
る
。

ω
　
な
め
ら
か
な
、
ハ
ン
ド
ル
操
作

　
で
路
肩
い
っ
ぱ
い
に
入
り
、
停
止

　
し
た
ら
尾
灯
、
方
向
指
示
器
ま
た

　
は
赤
旗
、
反
射
板
等
の
装
具
を
使

　
っ
て
故
障
車
の
あ
る
こ
と
を
知
ら

　
せ
る
措
置
を
と
る
。

⑥
　
修
理
不
可
能
な
場
合
は
、
故
障

　
車
の
表
示
を
し
て
か
ら
、
ー
キ
ロ

　
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
設
置
さ
れ
て
い

　
る
非
常
電
話
で
修
理
の
依
頼
を
し

救
援
を
待
つ
．

ゆ
　
ト
ン
ネ
ル
内
で
は
、
故
障
車
の

　
表
示
を
し
て
か
ら
直
ち
に
非
常
電

　
話
で
救
援
を
求
め
る
。

　
ト
ン
ネ
ル
内
の
駐
停
車
は
、
き
わ

　
め
て
危
険
で
あ
る
の
で
、
で
き
る

　
限
り
自
力
で
外
に
脱
出
す
る
。

㈲
　
ト
ン
ネ
ル
内
で
車
両
火
災
が
発

　
生
し
た
と
き
は
、
ト
ン
ネ
ル
内
に

　
あ
る
消
火
栓
や
消
火
器
を
利
用
す

　
る
。
初
め
か
ら
手
に
負
え
な
い
よ

　
う
な
火
災
の
と
き
は
、
ま
ず
通
報

　
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
煙
に
ま
か

　
れ
な
い
よ
う
に
ト
ン
ネ
ル
外
に
出

　
る
。

　
高
速
道
路
は
安
全
に
早
く
遠
く
に

行
く
こ
と
が
出
来
る
か
わ
り
に
、
運

転
操
作
を
誤
ま
る
と
重
大
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し

っ
か
り
し
め
て
、
安
全
運
転
で
お
願

い
し
ま
す
。

シトベ●叶諾1博しめ

ゐ
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鹸
飯
ハ
の
重
要
性
惚
見
直
ず
②

望
ま
し
い
日
本
型
食
生
活
を
め
ざ
し
て

　
〈
米
中
心
の

　
　
食
生
活
の
良
さ
を
見
直
そ
う
〉

　
し
か
し
最
近
、
特
に
若
い
人
た
ち

の
間
に
は
、
動
物
性
脂
肪
の
多
い
欧

米
型
の
食
事
を
好
む
傾
向
が
あ
り
、

全
体
的
に
み
て
も
、
畜
産
物
や
油
脂

類
の
摂
取
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の

ま
ま
の
状
態
が
続
く
と
、
将
来
、
わ

が
国
も
“
ア
メ
リ
カ
の
悩
み
”
を
背

負
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
い
ま
一
度

見
直
し
た
い
の
が
、
米
を
中
心
と
す

る
日
本
型
の
食
生
活
で
す
。

　
ご
飯
が
良
質
の
植
物
性
タ
ン
パ
ク

質
の
供
給
源
と
な
り
、
脂
肪
の
取
り

過
ぎ
に
歯
止
め
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
日
本
人
の
食
生
活
が
注

　
　
％
％
％
力
本

リー比
匪バランスは

　9ンバク質（Pl11～14
　脂　　　　　　月万（F》20～30

　炭水化物（C》69～56

v　　　　一アメリ：
￥

　￥　　　…日　　1
　￥
　　￥
　　￥
　　￥
　　　￥

　　　25．

　　　　　　　F
　　　　　　44．2

　PFC力口
　理想的な栄養

蕎メリ寒器P

ノ」

　　　／43．3

C
， 一一の一

61．3

※
数
値
は
昭
和
五
十
六
年
度
「
食
料

需
給
表
」
（
農
林
水
産
省
）
に
よ
る
。

目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
米
を
主
食
と

す
る
食
習
慣
に
あ
る
の
で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
日
本
人
の
食
生
活
は
、

三
大
栄
養
素
（
タ
ン
パ
ク
質
、
脂
肪
、

炭
水
化
物
）
の
摂
取
割
合
が
適
切
な

バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
お
り
、
ほ
ぼ
理

想
的
な
水
準
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
ご
飯
を
中
心
に
魚
、
野

菜
、
海
草
、
大
豆
な
ど
の
伝
統
的
な

食
品
に
畜
産
物
や
油
脂
な
ど
が
ほ
ど

留篇
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
無
関
心
の

　
　
　
　
　
ハ
イ
テ
ィ
ー
ン
世
代

よ
く
加
わ
り
、
多
様
性
に
富
ん
だ
食

事
内
容
に
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

　
　
世
代
に
よ
っ
て
見
ら
れ
る

　
　
　
　
　
食
事
内
容
の
偏
り

　
と
こ
ろ
が
、
平
均
的
に
は
理
想
に

近
い
と
い
わ
れ
る
食
生
活
も
、
個
々

に
み
れ
ば
問
題
が
な
い
と
は
い
え
ま

せ
ん
。

　
そ
の
一
つ
は
、
世
代
に
よ
っ
て
食

事
内
容
に
偏
り
が
み
ら
れ
る
こ
と
で

す
．　

そ
の
傾
向
が
最
も
強
い
の
は
ハ
イ

テ
ィ
ー
ン
世
代
の
食
生
活
。
栄
養
の

バ
ラ
ン
ス
に
無
関
心
で
、
手
軽
に
食

べ
ら
れ
る
イ
ン
ス
タ
ン
ト
も
の
や
ボ

リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
献
立
が
中
心
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
仲
間
同
士
で

喫
茶
店
や
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
な

ど
へ
入
る
機
会
が
多
く
、
間
食
や
夜

食
な
ど
に
よ
っ
て
不
規
則
な
食
生
活

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
し
好
性
の
強
い
食
品
が
多

く
、
一
部
に
砂
糖
の
と
り
す
ぎ
な
ど

も
み
ら
れ
ま
す
。

　
　
健
康
の
カ
ギ
を
握
る

　
　
　
　
　
　
朝
食
の
と
り
方

　
朝
食
を
と
ら
な
い
人
が
、
わ
ず
か

ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
増
え
て
い
る

の
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
通
勤
や
通
学
に
時
間
が
か
か
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
と
か
ら
、
朝
食
を

　
　
　
　
　
　
　
と
る
暇
が
な
い
と

　
　
　
　
　
　
　
い
っ
た
事
情
が
、

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
背
景
に
ひ
そ

ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
食

事
は
一
日
二
食
で
す
ま
せ
る
よ
り
、

規
則
正
し
く
三
食
と
る
ほ
う
が
健
康

の
た
め
に
は
望
ま
し
く
、
そ
の
カ
ギ

を
握
っ
て
い
る
の
が
一
日
の
ス
タ
ー

ト
と
な
る
朝
食
で
す
。

　
若
い
女
性
の
中
に
は
、
太
る
か
ら

と
い
っ
て
朝
食
を
ぬ
く
人
が
い
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
人
は
、
貧
血
を
起

こ
し
た
り
、
胃
腸
の
働
き
が
不
規
則

に
な
っ
て
便
秘
に
な
り
が
ち
で
す
。

ま
た
、
一
食
を
ぬ
く
と
栄
養
吸
収
の

バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
、
逆
に
体
に
脂

肪
が
つ
い
て
太
る
原
因
に
な
る
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

気
象
よ
も
や
ま
話
⑥

○高
1 1

’
謡。

諺事Φ　　。

　　o高

1蕊詔

　底G

○快晴

①晴
◎曇

●雨

e雷雨
⑳雪

◎霧
⑭煙霧

融向・力

悠
●
　
　
　 ・101

30　　　高

勿

020
6嵩

0
　

02σ

o

崩

義
8
　

，
蕊
　
　
　 150●

温暖前線

叩
寒
冷 前線

早
停
滞前線

　0

12● 130● 1⑩唾團

　
八
十
八
夜
の
別
れ
霜

　
　
　
　
　
　
　
　
万
羽
　
卓
司

　
冬
の
間
、
大
陸
に
根
を
張
っ
た
高

気
圧
が
衰
え
を
見
せ
初
め
る
と
、
時

ど
き
南
方
か
ら
暖
気
が
進
入
す
る
。

そ
し
て
一
部
が
分
断
さ
れ
て
移
動
性

高
気
圧
と
な
っ
て
本
土
を
東
進
し
、

太
平
洋
の
彼
方
へ
と
去
っ
て
ゆ
く
。

高
気
圧
の
内
部
で
は
概
し
て
風
穏
や

か
で
、
雲
も
な
い
。
五
月
晴
れ
と
呼

ば
れ
る
天
気
は
そ
ん
な
時
現
わ
れ
る
。

移
動
性
高
気
圧
が
一
夜
内
陸
に
滞
留

す
る
と
、
大
地
は
夜
間
の
放
射
冷
却

に
よ
っ
て
時
に
は
零
度
以
下
に
下
が

り
、
翌
朝
は
霜
に
お
お
わ
れ
た
り
す

る
。
遅
霜
の
限
界
と
し
て
、
「
八
十
八

夜
の
別
れ
霜
」
と
言
う
天
気
諺
が
あ

る
が
、
以
後
で
も
や
ら
れ
る
こ
と
が

あ
る
。
そ
れ
と
わ
か
る
時
は
、
夜
間

の
放
射
冷
却
を
防
ぐ
煙
幕
を
張
る
た

め
、
村
中
総
出
の
ワ
ラ
や
モ
ミ
ガ
ラ

焚
き
の
光
景
を
平
場
地
帯
で
は
よ
く

見
掛
け
た
。
こ
こ
に
掲
げ
た
天
気
図

は
、
霜
の
お
り
た
前
夜
の
も
の
で
あ

る
。　

移
動
性
高
気
圧
の
背
後
に
は
、
た

て
に
並
ん
だ
2
～
3
個
の
低
気
圧
群

が
追
随
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
ん
な

前
夜
は
季
節
外
れ
の
高
温
を
感
じ
、

翌
日
は
雨
と
な
る
こ
と
が
多
い
。

　
天
気
は
地
形
の
違
い
で
い
ろ
い
ろ

な
現
わ
れ
方
を
す
る
の
で
、
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
で
広
い
地
域
の
予
報
を
聞

い
た
ら
、
自
分
の
体
験
な
ど
で
局
地

の
予
報
を
補
っ
て
考
え
る
の
も
面
白

い
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
春
か
ら
夏
へ
と
変
化
し

て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
間
に
梅

雨
と
言
う
伏
兵
が
い
て
、
順
調
な
夏

の
到
来
を
妨
げ
て
い
る
。

＊
四
月
の
気
象
デ
ー
タ
＊

◎
降
水
量
（
月
合
計
）
　
四
七
％

◎
最
高
気
温
　
ω
　
一
八
・
四
℃

◎
最
低
気
温
　
〇
　
　
九
・
○
℃

◎
平
均
気
温
　
ω
　
　
四
・
三
℃

　
　
（
県
立
松
代
高
等
学
校
調
べ
）

新潟県6月の鰍時間

日 日の出 日の入

1 4：25 19：03

10 4：23 19：09

20 4：24 19：12

30 4：28 19：13
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矯・鵬

誕．．醗

の

こ

室

岡シ
歯リ
科支
医

⑬

　
動
物
と
歯

　
　
歯
は
生
命
の
源
泉

　
動
物
に
と
っ
て
、
歯
は
生
き
て
い

く
た
め
の
絶
対
的
な
必
要
条
件
で
あ

る
。
ラ
イ
オ
ン
や
ト
ラ
な
ど
の
肉
食

性
の
猛
獣
は
鋭
い
爪
と
強
力
な
犬
歯

で
獲
物
を
攻
撃
す
る
。
も
し
犬
歯
が

弱
か
っ
た
り
磨
耗
し
て
い
る
と
、
ハ

ン
テ
ィ
ン
グ
は
成
功
し
な
い
。
そ
の

結
果
、
ラ
イ
オ
ン
と
い
え
ど
も
生
き

て
い
け
な
い
。
シ
マ
ウ
マ
や
キ
リ
ン

な
ど
草
や
葉
を
食
べ
て
い
る
草
食
動

物
は
、
歯
の
咬
面
が
畝
や
臼
の
よ
う

に
な
っ
て
い
て
、
上
顎
と
下
顎
の
臼

歯
の
す
り
合
わ
せ
運
動
を
十
分
に
す

る
こ
と
で
、
草
や
葉
の
繊
維
が
細
か

く
咀
囑
さ
れ
る
。
動
物
園
で
飼
わ
れ

て
い
る
動
物
や
イ
ヌ
や
ネ
コ
の
よ
う

に
家
畜
と
な
っ
て
い
て
家
庭
で
飼
わ

れ
て
い
る
場
合
は
、
柔
か
く
消
化
し

や
す
い
よ
う
な
形
で
給
餌
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
野
生
に
い
る
も
の

よ
り
長
生
き
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
歯
の
な
い
動
物
た
ち

　
南
米
に
生
息
し
て
い
る
オ
オ
ア
リ

ク
イ
の
よ
う
に
、
歯
が
ま
っ
た
く
な

く
な
っ
て
い
る
動
物
た
ち
も
い
て
貧

歯
類
と
い
わ
れ
て
い
る
。
オ
オ
ア
リ

ク
イ
は
歯
の
代
わ
り
に
細
長
い
舌
が

あ
り
、
粘
稠
な
だ
液
が
つ
い
て
い
て
、

好
物
の
シ
ロ
ア
ザ
や
昆
虫
が
舌
に
つ

く
の
に
都
合
よ
く
な
っ
て
い
る
。
小

さ
な
昆
虫
が
餌
で
あ
る
た
め
に
、
こ

れ
ら
の
貧
歯
類
は
噛
む
必
要
が
な
く
、

歯
は
ま
っ
た
く
退
化
し
て
し
ま
っ
て

い
る
。

　
　
歯
式
と
分
類

　
動
物
の
歯
の
様
子
を
あ
ら
わ
す
の

に
、
歯
式
と
い
う
の
が
あ
る
。
歯
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
門
歯
ω
、
犬
歯
◎
、
前
臼
歯
四
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
臼
歯
①の
で
あ
ら
わ
し
、
上
顎
、
下

顎
の
歯
の
数
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

い
く
つ
か
の
動
物
の
歯
式
は
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　
0

　
＝

　
〇
一
〇

イ
M

ク
o
万

　
M

リ
P

　
C

　
ー

オ ア
0
一
〇
オ
ー
一
ー
ン
ー
一
ー
ド
ー
ド
〇
一
〇

オ
0
｝
0
イ
3
一
3
ホ
2
【
2
ン

　
　
　
ラフ　イ　オ　ン

1書C十PM昔M十一30
ニホンザノレ
1書C十PM号M暑一32
バンドウイルカ
　10～13／10～13二40～52

イ　ン　ドゾウ

1去C号PM号M暑一25

善
意
に
感
謝

　
哺
乳
動
物
の
歯
は
門
歯
、
犬
歯
、

臼
歯
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
別
に

形
や
大
き
さ
が
異
っ
て
い
て
、
形
態

的
、
生
理
的
な
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
そ
れ
は
異
歯
性
と
い
わ

れ
て
い
る
。
　
一
方
、
イ
ル
カ
の
歯
は

門
歯
、
犬
歯
、
臼
歯
な
ど
の
よ
う
に

区
別
が
で
き
な
い
の
で
、
同
歯
性
と

い
っ
て
い
る
。
　
一
方
、
ヘ
ビ
や
ワ
ニ

の
よ
う
な
爬
虫
類
の
歯
は
、
哺
乳
動

物
の
も
の
の
よ
う
に
分
化
し
て
い
な

い
。
そ
れ
で
爬
虫
類
の
歯
は
同
歯
性

な
の
，
で
あ
る
。
ま
た
、
哺
乳
動
物
の

よ
う
に
乳
歯
と
永
久
歯
の
よ
う
に
二

換
性
で
は
な
い
。
爬
虫
類
の
歯
は
何

回
も
生
え
か
わ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
人
間
は
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
と

同
じ
で
あ
る
。

　
今
年
の
冬
は
記
録
的
な
豪
雪
で
毎

日
が
雪
と
の
戦
い
で
長
く
て
寒
い
冬

で
し
た
。
そ
の
た
め
に
人
々
は
春
を

待
ち
焦
が
れ
て
い
た
と
き
に
、
去
る

四
月
十
五
日
（
日
）
松
代
町
総
合
体

育
館
で
民
謡
越
正
会
（
関
口
越
正
）

主
一
門
二
百
三
十
人
と
ゲ
ス
ト
多
数

の
特
別
出
演
も
あ
っ
て
会
場
に
集
っ

た
千
三
百
人
の
観
客
は
華
や
か
な
ス

テ
ー
ジ
と
熱
唱
に
魅
了
さ
れ
、
心
ゆ

く
ま
で
春
の
一
日
を
楽
し
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
会
主
一
門

の
ご
厚
意
に
よ
り
、
収
益
金
の
一
部

と
し
て
五
月
一
日
金
参
拾
壱
万
八
千

弐
百
六
拾
五
円
也
を
、
松
代
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
ご
寄
附
下
さ
い
ま
し

た
。
ご
厚
意
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
浄
財
は
老
人

及
び
心
身
障
害
（
児
）
者
の
福
祉
の

増
進
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
代
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
秋
　
山
利
　
作

齪
鍵
齪
齪
齪
鍵
齪
齪
齪
鍵
鍵
齪
齪
鍵
齪
齪
齪
齪
鍵
齪
麗
齪

齪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齪

齪齪鍵鍵齪齪齪齪齪齪齪齪齪齪鍵齪齪齪鍵齪齪齪

〃
体
育
館
に
勤
務
し
て
い
ま
す
〃

　
　
　
　
　
　
　
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
い
し
ま
す

　
町
で
は
、
体
育
館
完
成
に
と
も
な
い
、
県
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ

担
当
の
先
生
を
派
遣
し
て
い
た
だ
き
、
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進

と
体
力
づ
く
り
の
た
め
に
、
多
い
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

社会教育派遣主事

中沢久征
齪齪齪齪鍵齪齪齪齪齪齪齪齪鍵齪齪鍵齪齪鍵齪齪

齪
齪
齪
齪
齪
鍵
鍵
鍵
齪
齪
齪
齪
齪
齪
齪
齪
鍵
齪
齪
齪
齪
齪



1”llml””IIII”1151111川IIlll”IIllllこうほう・まつだい（5月号）II”””IIII””IIII””III”II””ill”ll”llll”IIll”III”1”liIll”IIII”IlllllIIIll”“II“”II1”iIIII“”ll”1”IllIIlllIll“Illl”Illil”1”IIll”川”1””“il””1川II””川”1”

ハイパワー市民ラジオは、

A　OOOOOO

（霧議技術）

電波法違反です。

　適法な市民ラジオには、電波法

に定められた技術基準に適合して

いることを証明する左のような表

示がつけられています。

　
と
こ
ろ
が
こ
の
表
示
が
つ
け
ら
れ

て
い
な
い
高
出
力
、
多
チ
ャ
ン
ネ
ル

の
ハ
イ
パ
ワ
ー
市
民
ラ
ジ
オ
を
使
用

し
て
い
る
人
が
多
数
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
多
く
の
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
の
受
信
に
障
害
が
生
じ
た
り
、
信

号
機
が
勝
手
に
変
っ
て
し
ま
う
な
ど
、

私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
混
乱
が
生

じ
て
い
ま
す
。

　
み
ん
な
の
迷
惑
に
な
る
ハ
イ
パ
ワ

ー
市
民
ラ
ジ
オ
の
使
用
は
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

　
適
法
な
パ
ー
ソ
ナ
ル
無
線

を
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
一
般
の
人
々
に
も
簡
単
に
使
用
で

技術基準適合証明

　

●
繊●■

（鑛墓躍詣の）

き
、
し
か
も
交
信
範
囲
が
広
い
（
市

街
地
で
約
六
㎞
、
郊
外
で
約
十
㎞
程

度
）
無
線
通
信
と
し
て
、
パ
ー
ソ
ナ

ル
無
線
が
あ
り
ま
す
。

　
車
輔
に
載
せ
て
利
用
す
る
場
合
な

ど
に
は
、
技
術
基
準
適
合
証
明
の
表

示
が
つ
い
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
無
線
を
使

い
ま
し
ょ
う
。

馨
鱒
鱒
鱒
鱒
鱒
鯵
盤
鱒
鱒
鯵
麗
愚
鱒
歯
鶴
鱒
鱒
鱒
鯵
鱒
㈱
鱒
馨
鱒
鯵
鯵
鱒
鱒
鱒
鯵
鱒
鱒
鯵
藩
韓
鯵
鯵
鯵
鱒
鯵
鱒
欝
鱒
鱒
鱒
鱒
鯵
鱒
鯵
鱒

今i凋も奪夜も

防災シリ　ズ⑳

の肋溶

山火事防止運動

5月15日～6月14日
“燃やすまい　　磁轟詣

みんなの暮しに

生きる山”
※消火器の訪問販売に

　　ついてご注意下さい。

　雪消えと同時に、町外の業者が消防署職員

と同じ服装で家庭に訪問し、「役場の方から

来た」「分遣所の者ですが」等々、いろいろ

な手段を使って消火器を販売するケースが増

えてきます。

　買ってから、役場や分遣所に問い合せの電

話があるといったトラブルが毎年のようにあ

りますが、役場と分遣所では家庭を訪問して

販売することはありま

せんし、業者に一切訪

問販売の指示は出しま

せんのでご注意下さい。

α○

戸
籍
の
窓
ロ

四
月
受
付
分

幸
せ
多
い
人
生
を
（
結
婚
）

邨
山
重
信
・
石
塚
あ
け
み

　
　
　
　
　
　
（
室
野
・
沖
見
屋
）

佐
藤
徹
夫
・
鈴
木
和
美

　
　
　
　
　
（
千
年
・
徳
左
エ
門
）

げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
誕
生
）

柳
　
　
渉
　
父
晴
夫
・
母
美
智
子

　
　
　
（
長
男
・
犬
伏
・
池
の
窪
）

伊
藤
恵
理
　
父
和
男
・
母
廣
子

　
　
　
（
長
女
・
室
野
・
駐
在
所
）

若
月
純
父
克
・
母
由
美

　
　
　
　
　
　
　
（
三
男
・
室
野
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

池
田
一
雄
　
5
1
歳

関
谷
民
次
郎
7
8
歳

仲
村
ナ
カ
　
8
1
歳

井
上
信
治
　
8
5
歳

若
月
ス
ギ
　
62
歳

田
野
倉
・
長
吉

菅
刈
・
辰
院

儀
明
・
儀
平

寺
田
八
郎
エ
門

田
代
・
木
戸
口

富
澤
亀
次
郎
7
9
歳
小
荒
戸
鍛
治
屋
敷

柳
　
賢
治
　
5
3
歳
　
千
年
　
こ
ぜ
ん
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ζ畿灘薩

F

郵

短
歌
朴
の
芽

　
　
　
　
　
野
石
　
浪
曼

異
常
な
る
豪
雪
な
れ
ば
春
先
の
雪
崩

大
水
不
作
の
恐
れ

雪
水
の
音
高
ま
り
て
明
け
早
き
軒
の

雀
の
春
の
噂
り

幹
深
く
雪
に
埋
も
れ
し
朴
の
芽
の
ほ

こ
ろ
ぶ
春
の
陽
ざ
し
ま
ぶ
し
も

窓
に
雪
ち
ら
つ
く
四
月
の
裏
山
に
木

を
切
り
倒
す
音
の
響
け
り

苗
代
の
除
雪
す
る
ら
し
さ
さ
濁
る
川

流
れ
ゆ
く
雪
の
固
ま
り

有
り
余
る
生
活
物
資
の
満
て
る
世
に

感
謝
の
気
持
ち
忘
ら
れ
易
し

　
し
ぶ
み
句
会

　
　
　
　
　
　
　
ふ
た

開
校
式
峡
の
雪
代
二
流
れ

春
泥
の
靴
揃
え
つ
・
上
が
る
客

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯

水

唄
声
は
村
の
学
び
舎
春
近
し

ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
と
雪
解
け
の
水
小
坂

道
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
茶

浅
き
春
病
床
ぬ
く
し
と
手
紙
来
る

土
を
割
り
頭
に
土
載
せ
ふ
き
の
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
風

雪
も
よ
い
書
院
障
子
の
ゆ
れ
て
い
る

深
々
と
弥
生
の
空
の
光
り
居
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

尼
寺
に
折
鶴
納
む
花
祭
り

そ
れ
と
な
く
君
は
語
り
ぬ
花
の
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
橘

春
の
空
単
伝
山
に
鳶
の
舞

春
風
や
人
声
う
つ
る
薬
師
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
は

花
冷
え
や
下
着
か
さ
ね
て
老
母
旅
行

ぼ
ん
ぼ
り
が
開
花
の
前
座
勤
め
居
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

ふ
き
の
と
う
も
し
や
と
窺
く
雪
割
間

風
寒
く
囲
い
も
と
れ
ぬ
桜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

春
雨
に
あ
た
り
て
ひ
ら
く
桜
花

春
お
そ
し
鳥
の
訪
れ
遅
々
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
　
根

春
寒
し
池
に
捨
て
雪
山
と
あ
り

窪
々
に
雪
の
残
り
て
竹
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

唐
突
に
妻
の
話
の
初
つ
ば
め

雪
上
車
に
分
校
教
師
と
乗
り
合
わ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

春
暁
の
眠
た
さ
残
る
電
話
か
な

冴
え
か
え
る
御
堂
に
と
も
す
供
養
の

灯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
　
峰
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
蒲
生
句
会
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

覗
き
み
る
雪
の
奈
落
に
苗
の
床
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

す
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

種
籾
浸
す
日
取
り
つ
か
め
ぬ
雪
の
嵩
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
触

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

ペ
ン
キ
塗
る
屋
根
の
高
さ
に
雪
残
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
触

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
山
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

遠
く
な
る
明
治
に
生
ま
れ
花
に
逢
う
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ

京
の
友
花
の
便
り
に
句
を
添
え
て
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

連
れ
立
ち
て
青
い
目
の
人
花
の
下
　
　
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘉
橘
㌦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

入
学
生
背
中
に
余
す
ラ
ン
ド
セ
ル
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唖
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取
り
木
手
術

　
取
り
木
は
、
葉
で
の
光
合
成
作
用

に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
同
化
物
が
幹

の
形
成
層
を
伝
わ
っ
て
下
降
す
る
途

中
を
し
ゃ
断
し
て
局
部
的
に
養
分
を

貯
え
、
発
根
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
と
合

せ
て
、
局
部
的
に
細
胞
分
裂
を
活
発

に
し
て
発
根
さ
せ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
環
状
は
く
皮
に
よ
る
方
法
は
、

①
根
を
出
し
た
い
と
こ
ろ
の
樹
皮
を

幹
の
直
径
の
幅
だ
け
、
形
成
層
を
残

さ
な
い
よ
う
に
は
ぎ
と
る
。
②
は
く

皮
し
た
部
分
に
は
、
水
を
ふ
く
ま
せ

た
水
ご
け
を
、
や
・
固
め
に
巻
き
つ

け
て
、
そ
の
外
側
を
ビ
ニ
ー
ル
で
包

み
、
中
が
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

③
水
ご
け
を
巻
く
大
き
さ
は
、
直
径

の
三
倍
を
め
や
す
に
す
る
。

　
　
　
手
術
後
の
手
入

　
取
り
木
作
業
の
終
了
後
は
枝
先
を

少
し
切
り
つ
め
、
手
術
部
に
光
線
が

あ
た
る
よ
う
に
し
て
活
着
率
を
高
め

る
よ
う
に
す
る
。
発
根
は
樹
種
や
樹

令
に
よ
っ
て
異
る
ば
か
り
で
な
く
取

り
木
す
る
時
期
や
水
分
補
給
の
し
か

た
に
よ
っ
て
も
異
る
の
で
、
特
に
ビ

ニ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
で
被
覆
し
た
内
部

の
水
分
状
態
に
は
気
を
つ
け
る
。

　
親
木
か
ら
の
切
り
離
し
の
時
期
は

ビ
ニ
ー
ル
内
側
の
水
ご
け
の
周
囲
に

数
多
く
の
根
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ

た
時
、
取
り
木
の
時
期
は
、
や
・
高

温
で
湿
度
が
高
い
入
梅
時
が
適
期
で

あ
る
。

環
状
は
く
皮
の
方
法

⑪鯵
、

　
　
　
誰
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シ
玉

　　　　■牛一

幹の直径だけ剥皮（Z＝d）する

形成層を残さないようにする

　　　　　　　　②
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